
































・ 9：30 ～ 9：40････ 実験の概要説明．
・ 9：40 ～ 10：30････ 材料の殺菌→調製→培地への置床．
 当日以降の培養の説明．
・10：30 ～ 10：50････ クラウサーバーのインストール．
 クラウドサーバーの利用方法について説明．












































７月  ８日（置床２週間後） ・受講者A･B･Cがレポートをクラウドサーバーへアップロード．
７月 22日（４週間後） ・D･E･F･Gがアップロード．






































表7－4 培養の結果（８月５日～ 19日：培養開始から6 ～ 8週間後）．
※受講者のうち6 ～ 8週間後にレポートをアップロードした6人分の合計．
培養場所 培養した葉変数 コンタミネーション 不定芽形成
研究室 40 1/40 39/39
受講者の自宅※ 60 1/36 ※ 36/36 ※
− 33 −
４）まとめ
　本授業の自己評価を表7－5に記す。
表7－5　本授業の自己評価．
　コロナ禍で遠隔授業が実施されている現在では、「クラウドサーバーを利用した教員と複数受講者
とのやりとり」はごく当たり前のことになっているが、2018年当時は「遠隔」という概念がまだ一
般的ではなかった。現在から振り返れば、本事例はコロナ禍の遠隔授業を先取りしていた面もある
という評価も可能であろうと考えている。
図7－4　指導教員がアップロードしたPDFファイル（研究室の様子，左：置床２週間後，右：７週間後）.
効果があった
と思われる点
Ⅰ．「はじめに」で述べた主目的「指導者と受講者と間で，授業当日以降も結果を共有すること」が
可能であること．
Ⅱ． レポートでは，「手書きのレポートを写真に撮りその画像ファイル」という例も見受けられ，ク
ラウドサーバーを活用すれば，時間や機材の都合によりPDFやMS-Wordでの提出が難しい受講
者にとっても手軽に提出できるという利点がある．
Ⅲ．本事例集の主目的からは離れるが，①オーニソガラム・シルソイデスの葉片培養は，コンタミ
ネーション発生が少なく，不定芽形成が容易なので，高大連携授業に向いている．②今回の方
法（培地にアンチホルミン添加）を用いれば，オートクレーブやクリーンベンチがなくても（通
常の教室でも）組織培養が実施可能である．
改善を要する
と思われる点
ⅰ．レポートは全員提出とはいかず，レポート未提出者にとってはどのくらい結果を共有できたか
はわからなかった．しかしながら，強制力のない高大連携授業であることを考慮すれば，やむ
を得ない結果であるとも考えている．
ⅱ．今回の方法は受講者にとって手軽である一方で，スマホの設定や契約条件のためクラウドサー
バーにアクセスできない場合があったことから，スマホとパソコンの両方の使用を想定した方
が適切と考えられる．
